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茶
山

・
曲
陽
と
の
交
流
　
―
向
ウヽ
２
ユ尋
に
思
掛
を
重
ね
て
―

菅
茶
山
顕
彰
会
会
長
　
鵜
野
　
謙
二

頼
山
陽
（４５
歳
）
は
菅
茶
山
（７７
歳
）
が
依
頼
し
た
浪
華
の
女
侠
「阿
雪
伝
」
を
書

き
上
げ
、
文
政
七
年
３

八
二
四
）
十
月
京
都
に
遊
ん
だ
母
梅
間
と
共
に
茶
山
の

も
と
を
訪
れ
三
泊
し
た
。
十

一
月
に
は
広
島
を
発
し
、
上
京
の
途
次
、
廉
塾
に

再
訪
、
五
日
間
滞
在
し
た
。
そ
の
時
の
茶
山
詩
「丁
谷
餞
子
成
卒
賦
穴
原
詩
漢
文
）

ゴ坤側は朧講前敏罐並醸れ紅か絲ぎず批離十載
の情
　送者は節を停

め
客
は
頻
り
に
顧
み
る
　
梅
花
香
裏
夕
陽
傾
く

（読
み
下
し
）
」

茶
山
と
山
陽
、
師
弟
の
間
に
は
、
時
に
暗
雲
あ
り
、
不
幸
も
あ
っ
た
が
ヽ
こ

の
数
宵
、
夜
の
更
け
る
ま
で
胸
の
内
を
語
り
明
か
し
て
、
な
お
飽
き
足
ら
ぬ
逗

留
で
あ
っ
た
。
茶
曲
翁
は
杖
を
つ
き
寒
風
を
お
し
て
丁
谷
梅
林
ま
で
出
向
き
名

残
を
惜
し
ん
だ
と
さ
れ
る
場
所
に
石
標

「茶
山
曲
陽
餞
飲
之
所
」
が
あ
る
。

茶
由
が
山
陽
と
初
め
て
対
面
し
た
の
は
、
天
明
八
年

（
一
七
七
八
）
、
広
島
の

頼
春
水
宅
を
訪
れ
た
時
で
、
茶
曲
４‐
歳
、
山
陽
９
歳
。
以
来
、
三
十
二
歳
の
年

齢
嵯
雉
醐
凱
頗
絞
難
朝
縣
裁
疋
針
鈍
獅
襴
敵
鍛
脳
厩
ぴ

騒
動
を
起
こ
し
幽
閉
さ

れ
廃
嫡
と
な
っ
た
。
先
の
見
え
な
い
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
た
山
陽
は
屡
々
茶

曲
に
手
紙
を
送

っ
た
。
茶
曲
も
ま
た
若
い
曲
場
の
こ
と
を
気
に
か
け
、
折
に
ふ

れ
助
言

・
激
励
し
た
。
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）
、
曲
陽
は
父
の
勧
め
で
廉
塾
の

都
講
と
し
て
神
辺
に
赴
い
た
。

茶
曲
は
廉
塾
の
後
継
者
と
し
て
期
待
し
て
い
た
が
、
山
陽
は
か
ね
て
か
ら
三

都

（江
戸
、
京
都
、
大
坂
）
に
出
て
名
を
あ
げ
た
い
野
心
が
あ

っ
た
。
山
陽
は

自
ら
の
心
情
を

「上
茶
山
先
生
書
」
で
訴
え
た
。
最
終
的
に
は
、
茶
山
が
譲
歩
、

山
陽
は
廉
塾
滞
在
、
わ
ず
か

一
年
三
カ
月
で
京
都
に
向
か
っ
た
。
さ
す
が
の
茶

山
も
不
快
の
念
を
ほ
せ
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
気
持
ち
が
和
ら
ぎ
二
人
の
交
遊

は
終
生
続
い
た
。

茶
曲
は
山
陽
の
文
学
的
な
才
能
を
高
く
評
価
、
曲
陽
も
ま
た
終
生
茶
山
に
尊

敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
感
性
豊
か
な

「滲
み
出
る
」
よ
う
な
文
才
茶
山
、
伝

え
た
い
こ
と
を

「溢
れ
出
ん
」
ば
か
り
に
認
め
た
曲
陽
。
歩
ん
だ
人
生
、
気
質

の
差
異
は
あ
っ
た
が
、
師
弟
の

「文
雅
の
交
わ
り
」
は
、
深
く
強
い
絆
で
結
ば

れ
て
い
た
。
二
人
の
人
生
は
常
に
自
分
自
身
を
磨
く
努
力
に
努
力
、
惜
し
み
な

い
社
会
貢
献
、
今
も
巨
星
と
し
て
燦
然
と
輝
い
て
恥
る
。

菅
茶
曲
の
遺
芳

・
遺
徳
は
備
後
福
山

ｏ
神
辺
の
誇
り
う
る
文
化
遺
産
で
あ
る
。

自
ら
の
喜
寿
を
節
目
に
、
竹
原
頼
曲
陽
顕
彰
会

。
関
係
諸
機
関

・
団
体
と
も
緊

密
に
連
携
、
協
働
し
て
こ
の
茶
山
文
化
を

「茶
曲
ポ
エ
ム

・
ア
ー
ト
」
と
し
て

後
世
に
継
承

。
発
展
さ
せ
る
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
た
い
。


